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「横浜みどりアップ計画［2019-2023］」について

計画の理念

計画 計画 計画

指定した樹林地における

を推進

目的

趣旨（目的） 災害防止を図るための地方財源を安定的

令和６年度

「横浜みどりアップ計画［2019-2023］」の各事業について



５ 各区の実績 

磯子区 

 
横浜みどりアップ計画 ４か年（2019～2022年度）の事業・取組の評価・検証 ５-65 

磯子区 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

磯子区 

緑地保全制度による新規指定  1.3ha 

直売所・青空市等の支援  ３件 

地域緑のまちづくり（新規） 1 地区 

主な実績 



５ 各区の実績 

  磯子区 

 
横浜みどりアップ計画 ４か年（2019～2022年度）の事業・取組の評価・検証 ５-66 

計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

 

   緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り 

○緑地保全制度による新規指定 1.3ha 

・市民の森等 

 2020年度 0.3ha 氷取沢市民の森（指定拡大） 

・緑地保存地区 

 2019年度 0.1ha 上町 

 2020年度 0.2ha 岡村二丁目、滝頭一丁目 

 2021年度 0.1ha 森二丁目 

 2022年度 0.1ha 森二丁目 

・源流の森保存地区 

 2022年度 0.2ha 峰町 

・その他 

 2019年度 0.1ha 汐見台 

 2021年度 0.2ha 洋光台五丁目 

○市による買取り 

・特別緑地保全地区・近郊緑地特別保全地区 

 2019年度 2地区 円海山近郊緑地特別保全地区、氷取沢町特別緑地保全地区 

 2020年度 1地区 円海山近郊緑地特別保全地区 

・市民の森等 

 2019年度 1地区 峯市民の森 

 2020年度 1地区 峯市民の森 

○保全した樹林地の整備 18か所 

 2019年度 5か所 峯市民の森（2か所）、杉田坪呑緑地、中原四丁目緑地、森浅間社緑

地 

 2020年度 3か所 岡村一丁目緑地、氷取沢市民の森（2か所） 

 2021年度 6か所 岡村一丁目緑地、森浅間社緑地、氷取沢市民の森（3か所）、峯市民

の森 

 2022年度 4か所 峯市民の森（2か所）、上中里緑地、杉田坪呑緑地 

 

  



５ 各区の実績 

磯子区 
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森の多様な機能に着目した森づくりの推進 

○森の維持管理 35か所 

・維持管理（樹林地） 

 2019年度 8か所 氷取沢市民の森、峯市民の森、岡村一丁目緑地、上中里緑地、杉田

九丁目緑地、杉田坪呑緑地、中原四丁目緑地、森浅間社緑地 

 2020年度 9か所 氷取沢市民の森、峯市民の森、岡村一丁目緑地、岡村四丁目緑地、

上中里緑地、杉田九丁目緑地、杉田坪呑緑地、中原四丁目緑地、森

浅間社緑地 

 2021年度 9か所 氷取沢市民の森、峯市民の森、岡村一丁目緑地、岡村四丁目緑地、

上中里緑地、杉田九丁目緑地、杉田坪呑緑地、中原四丁目緑地、森

浅間社緑地 

 2022年度 9か所 氷取沢市民の森、峯市民の森、岡村一丁目緑地、岡村四丁目緑地、

上中里緑地、杉田九丁目緑地、杉田坪呑緑地、中原四丁目緑地、森

浅間社緑地 

 

指定した樹林地における維持管理の支援 

○維持管理の助成 20件 

 2019年度 4件 岡村四丁目、中原四丁目、氷取沢町、峰町 

 2020年度 4件 岡村三丁目、上町、峰町、森二丁目 

 2021年度 7件 岡村一丁目、岡村二丁目（２件）、上町、上中里町、峰町、森五丁目 

 2022年度 5件 中原四丁目、森ニ丁目（２件）、氷取沢町（２件） 

 

 

計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

 

特定農業用施設保全契約の締結 

○特定農業用施設保全契約の締結 1件 

 2020年度 1件 氷取沢町 

 

農景観を良好に維持する活動の支援 

○まとまりのある農地を良好に維持する団体の活動への支援 

・農地縁辺部への植栽 4件 

 2019年度 1件 氷取沢畑地かんがい組合 

 2020年度 1件 氷取沢畑地かんがい組合 

 2021年度 1件 氷取沢畑地かんがい組合 

 2022年度 1件 氷取沢畑地かんがい組合 

・土砂流出防止対策 1件 

 2020年度 1件 氷取沢畑地かんがい組合 
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様々な市民ニーズに合わせた農園の開設 

○様々なニーズに合わせた農園の開設 0.03ha 

・市民農園 

 2019年度 0.03ha 氷取沢町 

 

地産地消にふれる機会の拡大 

○直売所・青空市等の支援 3件 

・青空市・マルシェ等 

 2020年度 1件 杉田野菜直売所 

 2021年度 1件 杉田野菜直売所 

 2022年度 1件 杉田野菜直売所 

 

 

計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる 

 

公共施設・公有地での緑の創出・育成 

○緑の創出 2か所 

 2020年度 2か所 洋光台西公園、横浜市立脳卒中・神経脊椎センター 

○緑の維持管理 20か所 

 2019年度 5か所 磯子区庁舎、市道新杉田第117号線、滝頭コミュニティハウス、

社会教育コーナー、杉田臨海緑地 

 2020年度 4か所 磯子区庁舎、市道新杉田第117号線、滝頭コミュニティハウス、

横浜市社会教育コーナー 

 2021年度 6か所 磯子区庁舎、市道新杉田第117号線、滝頭コミュニティハウス、

横浜市社会教育コーナー、杉田臨海緑地、横浜市脳卒中・神経脊椎

センター 

 2022年度 5か所 磯子区庁舎、市道新杉田第117号線、滝頭コミュニティハウス、

横浜市社会教育コーナー、杉田臨海緑地 

 

街路樹による良好な景観の創出・育成 

○良好な維持管理  

 2019年度  磯子産業道路、横浜逗子線（栗木-釜利谷）ほか 計1,128本 

 2020年度  洋光台第５号線（洋光台六丁目第三公園東側）、洋光台通り（洋光

台南公園西側）ほか 計1,109本 

 2021年度  洋光台第183号線（上中里団地）、環状3号線ほか 計906本 

 2022年度  中原第288・459号線（洋光台入口～洋光台５丁目交差点）、洋光

台通り（洋光台団地1号線）ほか 計829本 
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建築物緑化保全契約の締結 

○建築物緑化保全契約の締結 4件 

 2019年度 3件 上中里町、汐見台、森二丁目 

 2021年度 1件 洋光台五丁目 

 

名木古木の保存 

○名木古木の保存 

・新規指定 

 2019年度 11本 磯子三丁目（3本）、峰町（8本） 

 2021年度 2本 森二丁目（2本） 

・維持管理の助成 

 2019年度 4本 杉田二丁目（2本）、原町（2本） 

 2020年度 1本 磯子三丁目 

 2021年度 4本 栗木二丁目、西町（3本） 

 2022年度 3本 磯子三丁目、栗木（2本） 

 

地域緑のまちづくり 

○地域緑のまちづくり事業に関する協定の締結 1地区 

・新規 

 2019年度 1地区 磯子３丁目地区 

・継続 

 2019年度 3地区 磯子・岡村地区、汐見台２丁目地区、洋光台五街区周辺地区 

 2020年度 2地区 磯子３丁目地区、洋光台五街区周辺地区 

 2021年度 1地区 磯子３丁目地区 

 2022年度 1地区 磯子３丁目地区 

 

地域に根差した緑や花の楽しみづくり 

○緑や花を身近に感じる各区の取組 

 2019年度  はまぎんこども宇宙科学館でのガーデンベア立体花壇の設置 

 2020年度  ＪＲ洋光台駅前における立体花壇の設置 

 2021年度  公園愛護会周知サインの設置、区の花PRを目的とした区内の公園愛護会及

び指定管理者への種配布 

 2022年度  公園愛護会周知サインの設置、区の花PR を目的とした区内の公園愛護会

及び指定管理者への種配布 

○地域の花いっぱいにつながる取組 

 2019年度  花の種の配布、花苗などの配布（坪呑公園ほか17か所） 

 2020年度  球根などの配布（泉谷公園ほか27か所） 

 2021年度  球根などの配布（泉谷第二公園ほか29か所） 

 2022年度  花壇講習会（汐見台二丁目公園）、球根などの配布（栗木花園緑地ほか16

か所） 
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人生記念樹の配布 

○人生記念樹の配布 1,293本 

 2019年度 388本  

 2020年度 261本  

 2021年度 340本  

 2022年度 304本  

 

 

保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成 

○緑の創出 9か所 

 2019年度 2か所 浜小学校、汐見台中学校 

 2020年度 2か所 さわの里小学校、浜小学校 

 2021年度 3か所 梅林小学校、洋光台第四小学校、杉田小学校 

 2022年度 2か所 杉田小学校、浜中学校 

○緑の維持管理 12か所 

 2019年度 4か所 滝頭保育園、洋光台第二保育園、岡村小学校、根岸中学校 

 2020年度 4か所 滝頭保育園、洋光台第二保育園、岡村小学校、根岸中学校 

 2021年度 2か所 洋光台第二保育園、岡村小学校 

 2022年度 2か所 洋光台第二保育園、岡村小学校 

 

 

  

※過年度の報告書から本数を修正しました。 
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緑地保全制度による新規指定 

緑地保存地区（森二丁目） 

 

緑地保全制度による新規指定 

源流の森保存地区（峰町） 

農景観を良好に維持する活動 

（氷取沢畑地かんがい組合） 

地域の花いっぱいにつながる取組 

（汐見台二丁目公園） 

地域緑のまちづくり 

（磯子３丁目地区） 

青空市・マルシェ等 

（杉田野菜直売所） 
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これからの緑の取組［2024-2028］

（原案概要版）

■ 緑地保全制度により指定した民有樹林地の維持管理負担を軽減するための支援を拡充

■ 市民が様々なかたちで森に親しみ、楽しむことができる多様な活用を推進

■ 都心部から郊外部まで、農とふれあう機会の全市的な展開を推進

■ 地域が主体となって取り組む地域緑のまちづくりをはじめ、地域での緑や花の取組を推進

横浜市は大都市でありながら、市民生活の身近な場所に、多くの樹林地や農地などの多様な緑を有してい

ます。これらの緑を次世代に引き継ぐため、「横浜市水と緑の基本計画」の重点的な取組として、2009（平

成21）年度から「横浜みどり税」を財源の一部に活用した「横浜みどりアップ計画」を推進しています。

現行の「横浜みどりアップ計画」は、2023（令和５）年度末までの計画ですが、緑の保全や創出は長い時

間をかけて継続的に取り組むことが必要です。そこで、これまでの取組の成果などを踏まえ、2024（令和

６）年度以降に重点的に取り組む「これからの緑の取組[2024-2028]」の原案をとりまとめました。

横浜みどり

アップ計画

これからの
緑の取組
[2024-2028]

これからの
緑の取組
[2024-2028]

素案に対する市民意見募集の結果（概要）

アンケート方式 公募型自由記述方式

実施期間 2022（令和４）年12月23日（金）から2023（令和５）年１月31日（火）まで

実施方法
無作為抽出の個人5,000人、法人5,000社に対し

調査票を送付
素案の概要版パンフレットに添付のハガキ、

Ｗｅｂフォーム、電子メール、ＦＡＸ

回収数 個人：1,281人 法人：939社 43通（意見総数：93件）

アンケート方式の回答結果

目標・取組について、個人・法人とも、８～９割の方に「積極的に取り組む必要がある」または「どちらか言えば取り
組む必要がある」とお答えいただきました。

問１ 「これからの緑の取組」では、引き続き、貴重な緑を将来に残すとともに、新たに創出する取組を進めようとしています。
このことについてどう思いますか。

61.1%

67.5%

30.9%

26.8%

4.7%

2.9%

3.0%

2.6%

0.3%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法人

個人

積極的に取り組む必要がある

どちらかと言えば取り組む必要が
ある
どちらかと言えば取り組む必要が
ない
取り組む必要がない

無回答

〇 緑の減少に歯止めをかけ、総量の維持を目指します

緑地保全制度による指定が進むことで樹林地の担保量が増加、水田の保全面積を維持、市街地で緑を創出する取組
が進展 など

〇 地域特性に応じた緑の保全・創出・維持管理の充実により緑の質を高めます

森の保全管理など緑の多様な機能や役割を発揮する取組の進展、緑や花の創出により街の魅力・賑わいが向上 など

〇 市民と緑との関わりを増やし、緑とともにある豊かな暮らしを実現します

森に関わるイベントや農作物の収穫体験、地域の緑化活動など、市民や事業者が緑に関わる機会が増加 など

事業費

これからの緑の取組[2024-2028] 策定の流れ

取組のポイント

図 市民の森の開園状況
森の中のプレイパーク家族で学ぶ農体験講座花と緑に関するウォーキングイベント

事業費 国費 市債 一般財源

柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 302 60 133 110

柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 34 - 12 23

柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる 77 0.5 6 71

効果的な広報の展開 0.8 - - 0.8

これからの緑の取組[2024-2028]（原案）総事業費 415 60 150 204

（単位：億円）

※端数処理により、合計値は一致しないことがあります。

５か年の目標



柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む ＜本編P.16ーP.23＞ 約302億円

柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる ＜本編P.24ーP.34＞ 約34億円

柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる ＜本編P.35ーP.43＞ 約77億円

効果的な広報の展開 ＜本編P.44＞ 約0.8億円

施策１ まとまりのある樹林地の保全・活用

事業① 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り 約252億円

事業② 良好な森の育成 約46億円

事業③ 森に関わる多様な機会の創出 約５億円

施策１ 農に親しむ取組の推進

施策２ 「横浜農場」の展開による地産地消の推進

事業① 良好な農景観の保全 約11億円

事業③ 身近に農を感じる地産地消の推進 約２億円

事業④ 市民や企業と連携した地産地消の展開 約0.7億円

施策１ 市民が実感できる緑や花の創出・育成

施策２ ガーデンシティ横浜の更なる推進

事業① まちなかでの緑の創出・育成 約33億円

事業③ 子どもを育む空間での緑の創出・育成 約４億円

事業④ 緑や花による魅力・賑わいの創出・育成 約27億円

理念

「みんなで育む みどり豊かな美しい街 横浜」

事業② 農とふれあう場づくり 約20億円

事業② 緑や花があふれる地域づくり 約12億円

取組の内容や実績について、より多くの市民・事業者に理解される

とともに、緑を楽しみ、緑に関わる活動に参加していただけるよう、

広報媒体の特性を生かし、効果的な情報発信を進めていきます。

≪緑の取組の認知を高め参画につなげていく広報≫

・ イベント・体験スポットの紹介

・ 市民が活用できる制度のご案内

・ 美しい横浜の緑や花、アニメーションによる動画配信

森にふれる 農にふれる 緑や花にふれる

(1) 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り

(1) 森づくりを担う人材の育成
(2) 森づくり活動団体への支援
(3) 森に関わるきっかけづくり
(4) 森の多様な楽しみづくり

(1) 森の多様な機能に着目した森づくりの推進
(2) 指定した樹林地における維持管理の支援

-主な取組内容-
・森づくり活動団体への支援：175団体
・地域における多様な森の利活用：推進

-主な取組内容-

・緑地保全制度による新規指定：180ha
（市による買取りの想定面積：100ha）

・保全した樹林地の整備：推進

-主な取組内容-

・森の維持管理：推進

・維持管理の助成：750件

(1) 水田の保全
(2) 特定農業用施設保全契約の締結
(3) 農景観を良好に維持する活動の支援
(4) 多様な主体による農地の利用促進

(1) 様々な市民ニーズに合わせた農園の開設
(2) 市民が農を楽しみ支援する取組の推進

-主な取組内容-
・水田保全面積：115ha
・遊休農地の復元支援：3.0ha

-主な取組内容-
・様々なニーズに合わせた農園の開設：19.5ha
・横浜ふるさと村、恵みの里で農体験教室などの実施：450回

(1) 地産地消にふれる機会の拡大

(1) 地産地消を広げる人材の育成・支援
(2) 市民や企業等との連携

-主な取組内容-
・直売所・青空市等の支援：285件
・情報発信・ＰＲ：情報誌などの発行35回

-主な取組内容-
・はまふぅどコンシェルジュ・よこはま地産地消サポート店の活動支援：150件
・市民や企業等との連携：75件

(1) シンボル的な緑の創出・育成
(2) 街路樹による良好な景観づくり
(3) 公開性のある緑空間の創出支援
(4) 建築物緑化保全契約の締結
(5) 名木古木の保存

-主な取組内容-

・シンボル的な緑の創出：５か所

・街路樹による良好な景観づくり：18区で推進

(1) 地域緑のまちづくり
(2) 地域に根差した緑や花の楽しみづくり
(3) 人生記念樹の配布

-主な取組内容-

・地域緑のまちづくり：35地区

・緑や花を身近に感じる各区の取組：18区で推進

(1) 保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成
-主な取組内容-

・緑の創出：100か所

(1) 都心臨海部等の緑花による魅力ある空間づくり

-主な取組内容-

・緑花による魅力づくり：推進

事業① 市民の理解を広げる広報の展開 約0.8億円



民生委員・児童委員の活動支援策等及び年齢要件に関する検討状況に関する報告について 

１ 趣旨 

少子高齢化の加速や生活スタイルの変化等により、民生委員・児童委員の担い手確保が課題と

なっており、年齢要件に関して、自治会町内会アンケートでは 74.1％、地区民児協会長アンケー

トでは 46.2％が「見直しが必要」というご意見をいただいています。さらに、次期一斉改選時（令

和７年 12月）には、団塊世代が 75歳以上となることからも、一層担い手の確保は厳しくなると

予想されています。これらの状況を踏まえて、次期一斉改選に向けて、現在、市民児協等と年齢

要件について意見交換を行っていますので、ご報告します。

また、今年度からモデル区（都筑・戸塚・栄）と健康福祉局によるプロジェクトを中心に、民

生委員・児童委員の活動支援策や推薦事務の改善等について検討を進めていますので、検討状況

について報告します。 

２ 年齢要件の検討にあたっての考え方 

（１）自治会町内会長アンケート及び地区民児協会長アンケートの結果を踏まえて、市民児協等と

意見交換を進めていますが、年齢要件に関する検討は、民生委員・児童委員の皆さまのご理解を

いただきながら進めていきます。 

（２）単に年齢要件の見直しだけでは、担い手確保に向けた根本的な解決には至らないと考えてお

り、民生委員・児童委員の活動支援強化や負担軽減を進めていく必要があります。このため、モ

デル区と健康福祉局によるプロジェクトを中心に検討を進めており、年齢要件の見直しの有無に

関わらず、次期一斉改選に向けて活動しやすい環境づくりを推進していきます（可能な取組から

速やかに実施します）。 

（３）推薦手続きの改善についても、年齢要件の見直しの有無に関わらず、次期一斉改選時に反映

できるよう検討を進めます。 

31.4%

25.9%

10.0%

24.2%

4.8%

24.0%

48.0%

18.0%

5.8%

7.9%

地区民児協会長

回答

自治会町内会長

回答

次頁あり 

磯子区連合町内会長会資料
令 和 ５ 年１０月１７ 日
磯 子 区 福 祉 保 健 課

【参考】自治会町内会長・地区民児協会長アンケート（令和４年 11月～令和５年１月） 
「年齢要件について」 

「原則」75 歳未満と
し、例外を設けた方
がよい 

年齢要件を緩和
した方がよい 

年齢要件を撤廃
した方がよい 

現状のま
までよい 

無回答 
その他 

見直しが必要：74.1％ 

見直しが必要：46.2％ 



 

３ 年齢要件に関する検討のたたき台 

次期一斉改選時において年齢要件を変更する場合、次の表を案として、民生委員・児童委員の

皆さまと意見交換を行っています。この案は、自治会町内会長・地区民児協会長アンケート結果

において、「年齢要件の見直しが必要」とする回答の中で最も多かった『「原則」75 歳未満とし、

例外を設けた方がよい』を基本としたものです。 

 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

９月の市・区民児協に本案をたたき台として説明を行い、12月にかけて民生委員・児童委員の

皆さまと意見交換を進めます。意見交換結果を踏まえて、行政として次期一斉改選時における年

齢要件に関する結論を出していきます。 

 

年
月 9 10 11 12 1 2 3 4 12 1 2

市・区
民児協

市連会
● ● ●

R5 R6 R7

意見交換

一斉改選に向けた
推薦依頼

検討結果
報告

報告 報告
 

 

 

 

 

 

 

現行 案 

新任 

原則 69 歳未満。ただし、選出が困難な場合

に限り、75歳未満とすることができる。 

 

再任 

75歳未満 

新任 

原則 69 歳未満。ただし、選出が困難な場合

に限り、75歳未満とすることができる。 

 

再任 

原則 75 歳未満。ただし、選出が困難な場合

は１期（３年間）のみを再任期間として推薦

をすることができる。（条件あり） 

【条件】 

下記３つの条件を満たしたときのみ、推薦が

できるものとする。 

①本人の同意があり、健康状態も良好 

②自治会町内会の代表（会長）の同意がある 

③地区民児協の代表（会長）の同意がある 

※ただし、特例的な扱いであることから、引

き続き後任者の選出に努める。 

次頁あり 



 

５ 民生委員・児童委員活動支援と推薦事務の改善等に関する検討状況について 

  今年度から、局・モデル区を中心に、民生委員・児童委員の活動支援策等について検討を進め

ています。 

（１）委員活動の負担軽減及び活動支援策について 

   民生委員の活動及び付帯する業務について、「業務量の軽減の観点から取り組むもの」、「負

担感の軽減の観点から取り組むもの」などに分類・可視化し、それぞれの負担軽減策や活動支

援策を検討しています。また、モデル区では、民生委員との懇談会や退任した民生委員へのア

ンケートを実施し、大変だったことや負担に感じていることなどを把握・整理したうえで、今

年度下半期から活動のスリム化や支援策に関するモデル実施を予定しています。 

（２）推薦手続きの簡素化について 

   推薦手続きに必要な書類の様式の簡素化や、再任として推薦いただく場合の手続きの簡素化

などを検討しています。 

（３）ターゲット・目的別広報の充実 

毎年５月の「民生委員・児童委員の日 活動強化週間」にあわせて、パネル展示やラジオ放

送、広報よこはまへの記事掲載等を行うなど活動 PRを実施しています。 

今後も、認知度向上や現任委員の意欲向上を図るための広報の充実を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

担      当：健康福祉局地域支援課 村山 
電      話：045-671-4046 
電子メール：kf-chiikishien@city.yokohama.jp 



磯子区連合町内会長会資料 

令 和 ５ 年 1 0 月 1 7 日 

自治会町内会長 様 

磯子区安全・安心まちづくり推進協議会  

会 長 横田 秀昭 

磯子区地域振興課長      柿﨑 祐一 

磯子消防署総務・予防課長  種子田 太郎 

                    

「磯子区安全・安心まちづくりポスターコンクール」最優秀作品ポスターの 

自治会町内会掲示板への掲出について（お願い） 

 

 秋麗の候 ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

 日頃から、横浜市政に対しご理解とご協力を賜り、心よりお礼申し上げます。 

 さて、磯子区及び磯子消防署では、防犯・交通安全意識の啓発や火災予防思想の一層の普及を

目的として、区内中学生を対象とした「磯子区安全・安心まちづくりポスターコンクール」の最

優秀作品（防犯・交通安全部門及び火災予防部門）をデザインとした、啓発用ポスターを作成し

ました。 

つきましては、貴地区内の掲示板へのポスター掲出について、御協力をお願いいたします。 

 なお、掲出期間については、貴団体の広報活動に支障のない範囲で、長期間のご掲出について

ご協力をいただければ幸いです。 

（参考：秋の火災予防運動 R５.11.９～11.15 まで、春の火災予防運動 R６.３.１～３.７まで） 

 

 

【お問合せ】 

〇防犯・交通安全部門：磯子区地域振興課 江場、前原       

電話：７５０―２３９３ FAX：７５０―２５３４ 

                              E-mail: is-bouhan@city.yokohama.jp 

〇火災予防部門：磯子消防署総務・予防課 山下・五嶋 

電話・FAX：７５３－０１１９ 

E-mail：sy-isogo-yobo@city.yokohama.jp  
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